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財政ビジョン特別委員会の設置

減災対策特別委員会の副委員長就任

2023年度 横浜市予算要望 団体ヒアリング

今年度の常任委員会は「国際局」「経済局」「港湾局」を担当します。
特別委員会は「減災対策特別委員会」副委員長に配属になりました。
全力で職務に邁進する所存でございます。

令和4年 第2回定例会（5/13～6/7）が行われ「財政ビジョン特別委員会」
が新たに設置されました。同委員会の役割としては、今後税収の先細りが予想
される中、中長期的な視点で財政方針を策定し実践していくことであります。

議案である「横浜市の持続的な発展に向けた財政ビジョン」は賛成多数で原
案可決され、その内容は将来を見通しての財源の確保と経費の見直しを行い
ビジョンを共有することで、リスクに対して様々な対策やや手段を図ることを
目的としています。

2023年度の予算編成にあたり、各種団体の方々からのご要望をお聞きし、
それを精査し反映させていきます。多くの団体の方々から、ご意見、ご要望とし
て担い手不足、賃金・労働条件の改善、についてのお声をいただいております。

特別委員会のテーマは『テクノロジーやデジタル技術を活用した減災・防災
対策の推進について』です。

デジタルを駆使し、未然に災害を予測したり、被災地での更なる被害が起こ
らないよう、崖などの崩落箇所を確認できたり、救命・救助活動も人の手では
補えない箇所をスピード感を持って行える体制づくりを目指します。

請負契約が多重化し、元請けから労働者に賃金が請負契約が多重化し、元請
けから労働者に賃金が支払われる頃には十分な賃金が行き渡らず、そのしわ寄
せがいってしまうことなど、現場構造の調査物価上昇に伴う生活実態の変化の
調査等が必要です。

補助金や助成制度で横浜市に暮らす方の生活の下支えを行っていくと同時
に、専門職を育成する高等学校専門学校、職業訓練校等、行政が強化を行い、
横浜市がプロフェッショナルな人材の育成に取り組むことが問題解決の糸口と
なります。国政とも連携を取り、根本的・抜本的な対策を打ち立てていきます。


